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〒060-0010 札幌市中央区北10条西17丁目36-13
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［URL］ http://www.keijinkai.com/keijinkai-reha/

所在地

外来に関するお問い合わせ

TEL（011）688-5163（地域連携室直通）

TEL（011）688-5168（外来予約ダイヤル）

転院・入院に関するお問い合わせ

親切  信頼  進取
わたしたちは医療を通じて、ずーっと地域とそこでくらす人を支えます。

～病院基本方針～
安心、安全で根拠に基づいた質の高い医療を実践します。

自立、自律を尊重したリハビリテーション・ケアを提供します。

在宅での生活と街づくりを支援し地域社会に貢献します。

優れた職業能力を持ち人間性豊かな人材を育成します。
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●名　　称
　

●所 在 地

●開 院 日

●診療科目

●病 床 数

医療法人渓仁会
札幌渓仁会リハビリテーション病院

札幌市中央区北10条西17丁目36-13

2017年6月1日

内科、リハビリテーション科、循環器内科

155床

●併設事業
通所リハビリテーション（短時間）

訪問リハビリテーション
（医療、介護保険）

訪問リハビリテーション診療

訪問看護ステーション

回復期リハビリテーション病棟（3.4.5Ｆ）
●155床（多床室：72床、個室的多床室：60床、２床室：12床、
個室：10床、特別室：1床)
●脳血管疾患中心の急性期治療を終えた後、多くの専門職
種がチームを組んで集中的なリハビリテーションを実施し
ます。

●当院のチーム医療はスタッフだけでなく患者さん、ご家族にも参加してい
ただきます。全員で共通の目標を立てて、それに向かう適切な方法を検討
し、24時間の病棟生活でリハビリテーションを実践しています。情報・目標
の共有から始まり、入院時からリハビリテーション実施計画書を作成し、
患者さんを中心とした有機的につながったチーム医療を心がけておりま
す。全職種共通の制服もチームとしての一体感を大切にしたものです。

病院概要

　リハビリテーションの時間だけではなく在宅に戻られた時の生活をイメージしながら、食事・排泄・更衣・整容・入浴と
いった生活場面でのリハビリテーションも大切にサポートします。
　入院環境は、日当たりのよいラウンジ（食堂）やプライベートスペースを大切にした病室、使い勝手に配慮した床頭台、
各患者さんの生活の自立度に合わせた多機能な浴室を設ける等の配慮をしております。また、2階のリハビリテーション
センター以外に、病棟階毎に十分な広さのリハビリテーション室を設け、生活の延長にリハビリテーションを行えるよう
な環境を整えております。
　快適な療養環境はもとより、病院すべてのスタッフが、患者さん・ご家族が健やかな生活を送れることを願ってリハビ
リテーション・ケアサービスを提供して参ります。

　リハビリテーション・ケアサービスは、チームアプローチの形式で行います。病棟・チーム毎
に専属の医師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・看護師・介護福祉士・薬剤師・栄養士・
歯科衛生士・社会福祉士を配属し、患者さん・ご家族を中心に、様々な専門職がお一人おひと
りのご希望や課題に伴走者として関わりながら、丁寧な医療・リハビリテーション・生活支援
を行います。

リハビリテーション・ケアサービス
Rehabilitation Care Service

2F  リハビリテーションセンター5F 特別室

3.4.5F 個室的多床室

3.4.5F  個室病棟受付

ロビー

3.4.5F  食堂・デイルーム

3.4.5F  
リハビリテーション室

スタッフステーション


